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P2-3 令和5年度 卒業式
P4 新入生の皆さん ご入学おめでとうございます
P5 新成人のお祝い

P7 Dreams Come True
～再進学で夢を実現～ Vol.1

P7 看護のICT

P8 国家試験おつかれさまでした

P7 2025年春に向けて
新校舎建設進行中！

P6 研修旅行

※洛和会京都看護学校では、新型コロナウイルス感染症予防のため学生・教員のマスク着用を徹底しております。本誌の撮影にあたっては予防策を徹底した上で、一時的にマスクを外しました。

授業やオープンキャンパスなど
日々の学校生活の様子を紹介しています！

Follow
me!!

4月・5月・6月 行事予定表

　2月8日に第107回助産師国家試験、2月11日に第113回看護師国家
試験が行われました。学生みんなが、これまで学んできたことを発揮し、
精いっぱい頑張りました。

試験前には壮行会が行われ病院で働く先輩をはじめ、
学校長、教員、管理部から激励の言葉が送られました。

洛和会京都厚生学校は、本年4月に洛和会京都看護学校へ
と名称が変わりました。この名称は本校開設時の名称です。
初心を忘れず、さらにパワーアップして学生全員の国家試験
合格を目指します！

当校の試験当日の様子

当校の試験合格率

4月5日（金）
令和6年度 入学式

4月12日（金）
消防訓練

4月19日（金）
都をどり鑑賞

４月20日（土）
オープンキャンパス
（看護学科）

5月2日（木）
交通安全教室

5月25日（土）
オープンキャンパス（看護学科）
6月8日（土）
オープンキャンパス（助産学科）
父母会（2・３年生）

6月22日（土）
オープンキャンパス（看護学科）
6月29日（土）
父母会（1年生）

6月14日（金）
ホームカミングデー

校名が 洛和会京都看護学校 に変わりました

国家試験
おつかれさまでした！

今年も4月から次年度の入学希望者向けの
オープンキャンパスが始まります。学生たちが
中心となってつくるオープンキャンパス。ご興味
のある方はぜひお越しください！

オープンキャンパスがスタート！

看護学科 助産学科

第1 13回看護師国家試験合格率   90%
第107回助産師国家試験合格率 100%

どちらも、全国平均を上回る結果となりました！
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　卒業式終了後、ホテルオークラ京都（京都
市中京区）にて謝恩会が行われました。学友
たちと学校生活を振り返り、思い出話に花を
咲かせたり、先生に感謝の気持ちを伝えた
り、終始和やかな雰囲気に包まれていました。

式辞

洛和会ヘルスケアシステム 会長
学校法人 洛和学園 理事長 矢野 一郎

や　  の いち　ろう

理事長賞

Model Student賞

学校長賞 同窓会長賞

看護学科 松岡 夏葉
まつおか なつは

助産学科 前川 紗希
まえかわ さき

看護学科  髙安 優
たかやす ゆう

助産学科  萩原 流音
はぎはら るね

看護学科 大西 萌
おおにし もえ

看護学科 井口 柚希
いぐち ゆずき

助産学科 加藤 瑠理
かとう るり

助産学科  浅井 和子
あさい かずこ

助産学科  神山 明日香
かみやま あすか

看護学科 山田 結衣
やまだ ゆい

誓
い
の
こ
と
ば

えがしら ふ　 み

　春の息吹を感じるこの日、京都市
東部文化会館で卒業式が挙行され
ました。卒業生100人は、多くの参列
者に見守られる中、さまざまな思い
を胸に抱きながら新たな一歩を踏み
出しました。特にコロナ禍で入学式
ができなかった看護学科の学生に
とっては心に残るものとなりました。

　卒業おめでとうございます。今日、この会場に来る前に、洛和会音羽病院で10年前
に本校を卒業した職員に会いました。その職員に自分の卒業式で印象に残っている
ことを聞いたところ、ゴルゴ13の話しをしてくださった会長のあいさつと答えてくれま
した。

　ゴルゴ13は、ある漫画雑誌で連載されているさいとうたかをさんの作品です。
作者が亡くなった今でも連載が続いています。主人公のセリフで印象深い言葉があり
ます。「俺の仕事だ」です。皆さんもこれから給料をもらい、仕事をする立場です。「俺の
仕事だ」ということを忘れず業務にあたってください。

令和5年度 　厳
し
か
っ
た
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、暖
か
い
春
の

日
差
し
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　本
日
は
、こ
の
よ
う
な
心
温
ま
る
卒
業
式
を

挙
行
し
て
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。看
護
学
科
、助
産
学
科
の
卒
業
生
を

代
表
し
て
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　看
護
学
科
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
影
響
を
大
き
く
受

け
、学
校
で
の
対
面
授
業
や
病
棟
実
習
が
思

う
よ
う
に
で
き
な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
、そ
の
よ
う
な
中
で
も
、私
た
ち
が
学

習
で
き
る
よ
う
、最
大
限
の
環
境
を
整
え
て

く
だ
さ
り
、看
護
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。規
制
が
緩
和
さ
れ
、臨
地
実
習

が
始
ま
る
と
、看
護
援
助
も
思
う
よ
う
に
は

で
き
ず
、自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
す
る
な
ど

つ
ら
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　助
産
学
科
で
は
、全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲

間
と
一
緒
に
、 

助
産
師
と
し
て
、根
拠
に
基

づ
い
た
知
識
や
技
術
を
も
っ
て
、分
娩
に
向

き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。時

に
は
急
変
に
立
ち
会
う
こ
と
も
あ
り
、母
子

二
人
の
命
を
預
か
る
責
任
の
重
さ
や
怖
さ

を
、あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　看
護
学
科
、助
産
学
科
で
過
ご
し
た
日
々

は
、何
物
に
も
代
え
難
い
も
の
で
あ
り
、私
た

ち
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、看
護
に
対
す
る
信
念
を
確
立
で
き

る
よ
う
、こ
こ
で
の
学
び
を
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。未

熟
な
私
た
ち
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
対

象
と
そ
の
ご
家
族
に
出
会
え
た
こ
と
で
、多

く
の
学
び
や
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、一
月
一
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
で
は
、他
府
県
を
越
え
て
救
命
の
た
め

に
活
躍
す
る
医
療
者
の
姿
に
、災
害
時
だ
け

で
は
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
け
る
多

職
種
連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
、改
め
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
日
の
卒
業
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、共
に
悩
み
、励

ま
し
合
い
な
が
ら
過
ご
し
て
き
た
、同
じ
志

を
持
つ
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、い
つ
も
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
実
習
指
導
者
の
皆
さ
ま
、さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
、先
生
方
や
事
務
局
職
員
の
皆
さ
ま
の
お

陰
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。そ
し
て
、常
に
私
た
ち
を
見
守
り
続
け
て

く
れ
た
家
族
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
て
い
き
ま
す
。看
護
学
科
、助
産
学
科

の
専
門
性
は
異
な
り
ま
す
が
、初
心
を
忘
れ

ず
、日
々
精
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
約
束
し
、

誓
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

卒業生代表 助産学科 13期生

江頭 歩未

謝恩会

洛和会ヘルスケアシステム
公式キャラクター

らくの助

※役職は2024年3月4日現在のものです
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看護学科１年生を受け持つ教員から2人と助産学科教員1人から
新入生の皆さんへ、お祝いメッセージを送ります。

　新入生の皆さん、洛和会京都看護学校へようこそ！
これから皆さんは、この学校で看護師になるための礎
を築いていきます。その過程において、皆さんにはぜひ
さまざまなことに挑戦をし、多様な経験をしてほしいと
思います。私たち教職員一同は、皆さんのチャレンジを
全力でサポートしていきます。学生生活が皆さんにとっ
て、意義深く、充実したものになることを心から願って
います。We can’t wait to meet you！！

　さあ、いよいよスタートしましたね！ これから始ま
る学生生活が有意義なものとなるよう“今の気持ち”
を大切にして、自分の掲げた目標に向かってまい進し
ていきましょう。助産学科は、約10カ月という短期間
の中で講義や実習を通してさまざまな知識と技術を
学びます。支えてくださるご家族や友人、クラスメイト、
学生時代に出会う方々に“感謝”を忘れず、すてきな
助産師を目指して一緒に日々成長しましょう！！

新入生の皆さん

ご入学おめでとうございます

　皆さんは「看護の道」を志し、期待や希望、そして不安
を抱きながら、入学の日を迎えられたことと思います。
「看護への道」は簡単なものではありません。3年間こつこ
つ積み上げた知識・技術を生かし、国家試験合格を目指
しましょう。自分の可能性を信じ、そして、やるべきことに
本気で取り組み地道に頑張ってください。有意義で充実
した学校生活を送れますよう教職員一丸となって応援し
ます。看護師という夢に向かって突き進んでください。

助産学科 教員

樋口 昌代
ひぐち まさよ

看護学科 教員

池側 嘉伸
いけがわ よしのぶ

看護学科 教員

岡田 弘美
おかだ ひろみ

新
成
人
の
お
祝
い

新
成
人
の
お
祝
い

　成人を迎えた学生に、洛和会ヘルスケアシステム 理事長 
矢野裕典からお祝いとして湯呑み茶碗をいただき、贈呈
式を行いました。代理として学校長 児島純司から湯呑み
を受け取り、成人の仲間入りをするという自覚を改めて
感じることができました。これまで以上に責任を持って
行動し、日々成長してほしいと思います。

日々支えてくれる家族、友人、先生方のおかげで無事、成人を迎えることができま
した。本当にありがとうございます。常に感謝の気持ちを忘れずに、自分の行動に
責任を持ち、これまで以上に努力していきます。そして、患者さんの気持ちに寄り
添うことができる看護師を目指し、日々精進してまいります。

Comments

看護学科2年生

1月1月
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北
海
道

本校に通う学生の約4割は、
社会人経験者。
どんな思いをもって
看護の道を目指しているのか…
その思いを聞きました。

　慣れない毎日で大変ですが、
社会人を経たからこそ、もう
一度学べる楽しさをより感じ
られています。人生一回きり！ 
一緒に頑張りましょう！

問題集と模擬患者カルテを使った教育プログラム。リアルな事例
を使った問題を用いて反復学習を行うことで知識を定着させ、
応用力を身に付けます。学生が自ら学び、考える力を養います。

　北海道研修旅行では、札幌にある医療法人
澤山会手稲病院を訪問し、急性期から慢性期
までの幅広い、地域に応じた医療提供や施設の
特徴について学びました。また、冬の北海道の
雪景色や、スキー・スノーボード、スノーモービル
などを体験したこと、小樽市内観光、おいしい
食事など、全てが楽しい思い出として心に残り、
貴重な体験となりました。

　私たちは、韓国で洛和会の姉妹協定病院で
ある安東病院を訪問し、日本とは異なる医療
文化を深く学びました。また、ソウル市内観光
では、韓国料理を食べたり、欲しかったグッズ
をたくさん購入したりして、友人たちと「まだ
韓国から帰りたくない！」と話すほど、とても
楽しく過ごすことができました。学生生活の
良い思い出になりました。

看護学科２年生

～再進学で夢を実現～

VOL. 1

大学を卒業後、IT関係の仕事をし、結婚・出産を経て、
訪問看護ステーションで事務職として働いていました。

Q. どんな仕事をしていた？

Q. 看護の道を目指したきっかけは？
前職で、さまざまな場所で活躍されている看護師の方に出会い、
仕事の幅広さを知りました。そこで私も看護師として患者さんと
関わり、誰かの力になりたいと思い、一念発起しました！

Q. 本校を選んだ理由は？
付属の病院があり、実習経験をしっかり積み重ねられると
思ったからです。社会人の方が多くいることも決め手になりました。

Q. 学校生活は？
不安より楽しみの方が大きかったです。年齢が離れている分、
きっと気を遣わせてしまうだろうなとは思っていました（笑）
入学してみて、みんな気さくに話してくれたので本当に感謝しています！

CKSナーシング※

本校で導入しているICTをご紹介します！

看護のICT

工事の進捗状況は
こちらから

ご覧いただけます

新校舎建設進行中！
2025年春の完成に向けて新校舎の工事が着 と々進んでいます！

2025年春に向けて

社会人→学生

ソ
ウ
ルソウル観光（車窓＋景福宮）2

14

ソウル市内半日観光
（東大門など見学）

2
17

安東病院訪問にて研修
2
15

ソウル市内半日観光

自由行動

韓国サウナ・ナンタなど

2
16

ノーザンホースパーク

トマム
2
14

小樽市内（自由散策）

北の漁場 小樽運河店
2
17

トマム
2
15

ヌーベルプース大倉山・

大倉山ジャンプ場

医療法人澤山会 手稲病院にて研修

2
16

　看護学科3年生67人が、韓国と北海道の二手に分かれて卒業前の研修旅行に
参加しました。病院見学だけでなく、寒さを忘れて観光やグルメ、スノーアクティビティ
などを楽しみ、友人たちと有意義な時間を過ごすことができました。

研修旅行

安東の郷土料理「安東チムタク」を堪能

安東病院にて

矢野裕典理事長も一緒
に記

念
撮
影

星野リゾート スノー
アクテ

ィビ
ティ

に

挑
戦
！

手稲病院にて

2月14日～17日

大倉山ジャンプ競技場にて

昼食ではフランス料
理を頂きながら

 
マナー講習を受けました

学生コメント

学生コメント

国試問題だけでなく
、

オリジナルのイラスト
解説もあり、

カラフルで理解しや
すいです！

※ClinicalKey Student Nursing
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